








アンケートの結果

社員行動調査

　カンボウプラスでは、従業員が行動指針を実践しているかを確認するために、お客さま、お取引先さま
へアンケートをお願いいたしました。また、その結果をＣＳＲの自己評価指標として取り入れました。

（お客さまへ）

（お取引先さまへ）

①お客さまへのご説明に際しては良い情報のみならず、より多くの判断基準を提供していますか

②事実に基づいた商品説明を行い、競合他社への誹謗中傷は行っていませんか

③プロとして適切なアドバイスをしていますか

④環境に配慮した商品の提案がありましたか

⑤お取引において道徳に反するような行為をしていませんか

している していないどちらともいえないどちらかといえばしている どちらかといえばしていない

行っている 行っていないどちらともいえないどちらかといえば行っている どちらかといえば行っていない

している していないどちらともいえないどちらかといえばしている どちらかといえばしていない

あった なかったどちらともいえないどちらかといえばあった どちらかといえばなかった

している していないどちらともいえないどちらかといえばしている どちらかといえばしていない

86% 14%

25% 75%

79% 21%

36% 64%

100%

①お取引先さまを大切にしようとしていますか

②公私のけじめをきちんとつけていますか

③環境に配慮した商品の提案依頼がありましたか

④お取引において道徳に反するような行為をしていませんか

その他、お気づきの点がございましたらお聞かせください（お客さま、お取引先さま）

している していないどちらともいえないどちらかといえばしている どちらかといえばしていない

つけている つけていないどちらともいえないどちらかといえばつけている どちらかといえばつけていない

あった なかったどちらともいえないどちらかといえばあった どちらかといえばなかった

している していないどちらともいえないどちらかといえばしている どちらかといえばしていない

88%

92%

56%

96%4%

4% 4%36%

8%

8% 4%
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・担当者の一生懸命さが感じられます。より一層のご発展とご活躍をお祈りしています。
・アンケートの中で、一つの質問で二つのことを聞いている設問があり答えにくかった。
・前向きな営業をしてもらえるので、これからも頑張ってください。
・非常に良い印象を持っております。今後も公平なお取引をお願いします。
・誠実なスタッフであり、立派な会社であると認識しています。
・いつも応接室に花を飾っておられ、取引先を大事にしたいという心が伝わってきます。これからも宜しくお願い
　します。
・生産、在庫、出荷、納期のデリバリーや原料動向に伴う価格面で営業と工場業務課のどちらに話したらいいのか
　判断がつきにくいことがある。







環境とのかかわり

事業活動における環境負荷

ｉｎｐｕｔ ｏｕｔｐｕｔ事業活動

水資源 生産数量

調 達

製 造

販 売

350千ｔ リサイクル 328t

リユース 109t

最終処分量 1,366t

二酸化炭素 8,512千t

エネルギー
（原油換算）

4,017kL

薬品・顔料 6,889ｔ

フィルム 2,238km

生地 26,856千㎡

25,425千㎡

地球温暖化への取り組み
　地球温暖化防止のためには、二酸化炭素など温室効果ガスの発生量を減らさなければなりません。省エネについては、
事業所内での使用エネルギーを原油換算原単位で前年度比１％以上削減するため、さまざまな取り組みを行っており、
2007年度については福井工場で前年度比１％削減を実現しました。
　また製品輸送の改革にも取り組んでおり、モーダルシフトなどによりＣＯ2排出量を前年度比135ｔ削減しました。
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廃棄物削減への取り組み
　フィルムを含む樹脂類については従来からリサイクルを実施してきましたが、トリミング屑についてもリサイクルの
目途が立ち、2008年度よりリサイクル処理がスタートします。
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